
夏季休業中の図書委員会活動報告 

 

１ 紀伊國屋書店新宿本店でのＰＯＰ展示 

期間 ７月１日（月）から７月３１日（水）まで 

場所 紀伊國屋書店新宿本店３階アカデミック・ラウンジ 

参加生徒 13 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 豊島岡女子学園主催「哲学カフェ」 

日時 ７月２４日（水） 場所 池袋ジュンク堂イベントルーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

私のいたグループでは「『好き』という気持ち」について対話をしました。人を好きに

なること、物を好きになること、趣味、好きに伴う苦しみ、独占欲など、テーマは尽きま

せんでした。新鮮な人の価値観をたくさん聞くことができましたし、自然と自分の中に存

在してなかった考えが湧いてくることがあり、ゾワゾワとするとても楽しい経験でした。

全く時間が足りなかったので、また個人的に集まってやろう、という話をしています。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

哲学カフェには物珍しさと哲学への興味から参加しました。会場には他校の方がほとん

どで、不安で仕方なかったのですが、同年代ということもあり、話してみると少し緊張が

ほぐれました。 

いざ始まってみると、話を聞きつつ自分の考えをまとめることの難しさを痛感しまし

た。他の方の話は自分には想像のつかないものです。そして、それにさらされ続けるうち

に自分の意見や考えは変わっていきます。けれどそれを言葉にして伝えるまでにまた考え

が変わったり、話が進んでいたりして、その意見を示せなかったのです。日常の会話や思

考では得られない刺激をたくさん受けられたのはいい経験でした。この体験が哲学の面白

みなのでしょう。来年も開催できましたら是非とも参加したく思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

哲学カフェ。カフェとは名ばかりの殺風景なイベントスペース。酌み交わされる珈琲も

ない。そんなカフェに非ざる哲学カフェをカフェたらしめているのは何か。それは言葉の

やり取りだと思う。各々の思想がぶつかり合い、融合し、化学反応を起こす。普段心の中

で蓋をされていた見えざる想いが音としてアウトプットされていく。そんな心と心の対話

が起こる非日常的空間をカフェと呼ぶのではないか。いや、なわけないか。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



３ 西・日比谷・国立による図書委員交流会（通称ＮＨＫ交流会） 

  日時 ７月２９日（月） 

  内容 図書委員会の運営について、実践事例を基に議論を行い、図書委員会の資質の

向上を図り、各校の図書館委員会活動の充実を目指す。 

  会場 本校 

  参加生徒 17 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

NHK こと西、日比谷、国立での交流会が 8 月、国立高校を会場に行われました。3 校の

図書委員ということもあり読書に対しての造詣が深く学びの多い交流会になったと感じま

す。 私は新書派で小説や物語文をあまり読まないのですが、読書が好きな人の集まりと

いうことでその勢いに圧倒されつつも気になる本が見つかり有意義な時間を過ごせたと感

じます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本校で開催した図書委員交流会には、西高校と日比谷高校の皆さんが来てくださいまし

た。交流会では、各学校の取り組みの紹介やミニゲーム、フリートークなどを行いまし

た。ミニゲームでは本校の図書館に関するクイズを行ったり、本の最後の一文から書名を

当てるゲームなどを行いました。難しい問題もありましたが、みんな一喜一憂して盛り上

がりました。フリートークでは、勉強方法や夏休みの課題の量、小さい頃に読んだ本につ

いて話し合いました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

いくつかの企画のうち一番印象深かったのは、小説の最後の一文からタイトルを当てる

クイズです。最後の一文なんて覚えているのか？と思いましたが、締まりの良い一文だっ

たり、重大な伏線を回収している（いそうな）一文だったり、意外と記憶に刻まれている

ようです。「勇者は、ひどく赤面した」などは、早押しの領域に突入していました。教科

書にも載るあの有名小説の一文ですね。 気になりつつ、読めていなかった本も登場して

いたのでこれを機に手を出してみようかと思います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 



４ 市川学園合同選書ツアー 

 日時 ８月２２日（木） 

 場所 紀伊国屋書店新宿本店 

 内容 １３時から１４時３０分 選書 

    １４時３０分から１６時 ブックトーク大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想＞ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

8 月 22 日（木）、紀伊国屋書店新宿本店にて本校と市川学園の合同選書ツアーを行いま

した。生徒たちは自由に店内を巡り、気になった本のバーコードを専用の機械で読み取る

ことで、選書を進めていきました。どの生徒も、3 時間の選書時間では足りないくらい熱

中した様子でした。 

選書が終わると、両校の交流の時間を設けていただきました。両校の生徒が 1 人一冊ず

つ、自分が選んだ本を持ちより、自分がその本を選んだ理由などをプレゼンして、どの本

が 1 番読みたくなったかを投票で決めました。小説から写真集までさまざまなジャンルの

本が選ばれ、どの本にもそれぞれの魅力があり、票が割れたため決選投票にもつれ込みま

した。しかし、決選投票でもまた票が割れ、結局 5 冊の本が一位を獲得するという結果に

なりました。 

最後に全員で写真撮影をして、今回の選書ツアーは終了となりました。本を通じて他校

生と関わったり、自ら選書をしたりするという貴重な経験をさせていただいたと感じま

す。本校の図書委員が選んだ本が図書館に展示されているので、ぜひ手に取ってみてくだ

さい！ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


